
横浜市では、多くの⽅が利⽤する施設におけるレジオネラ症の防⽌のため、横
浜市レジオネラ症防⽌対策指導要綱を制定し、社会福祉施設や病院、公共施設
に対して衛⽣管理状況の調査を⾏い、適切な維持管理について指導を⾏っ
ています。
社会福祉施設で利⽤される設備は、適切な管理を⾏わないとレジオネラ属
菌が増殖し、利⽤者の⽅がレジオネラ症を発症する恐れがあります。レジ
オネラ症の発⽣防⽌のため、必要な対策⽅法について、確認しましょう。
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レジオネラ症は、レジオネラ属菌を含んだエアロゾル（⽔しぶき）を吸⼊する
ことが原因で起こる、感染症のことです。横浜市内では令和４年度に53名の患
者が発⽣しています。感染すると、悪寒、⾼熱、全⾝の倦怠感などが⽣じ、
呼吸困難や意識障害といった症状が伴う場合や、重症化し、亡くなる場合
もあります。
⾼齢男性の患者が多く、令和４年度に発⽣した市内患者のうち、約6割は
60代以上の男性でした。レジオネラ症は抵抗⼒が弱い⼈ほど感染しやすく、
社会福祉施設などの、⾼齢者が多く利⽤する施設では、特に注意が必要です。
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レジオネラ属菌は環境中の⼟壌や⽔に広く存在しますが、36度前後の温度が最
も増殖に適しています。また、アメーバなどの原⽣動物に寄⽣し、他の細菌や
藻類などから、必要な栄養分を吸収しています。
あたたかい⽔が滞留し、清掃や消毒が不⼗分であると、設備内にぬめり（⽣物
膜・バイオフィルム）が形成され、レジオネラ属菌が増殖しやすくなります。
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レジオネラ症は⽇本全国のホテルや公衆浴場、スポーツ施設等で発⽣し、時に
集団発⽣事例が⽣じるなど、社会問題となることもあります。
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レジオネラ症を防ぐためにはどのような対策を⾏えばよいでしょうか。レジオ
ネラ属菌は環境中に広く存在しますが、感染症を引き起こすほど増殖するため
には、増殖に適した⼈⼯的な環境が必要です。お湯が内部に滞留し、清掃や消
毒が不⼗分な設備の内部は、ぬめりの中でレジオネラ属菌が増殖しやすい環境
となってしまいます。
このため、レジオネラ症の防⽌には、レジオネラ属菌が増殖しやすい設備を適
切に管理することが重要です。
では、社会福祉施設で利⽤される、レジオネラ属菌が増殖しやすい設備とはど
のようなものがあるか、どのような管理が必要でしょうか。管理のポイントを
ご説明します。
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まずは、浴場設備です。社会福祉施設では、家庭⽤浴槽を利⽤し、ひとりごと
にお湯を⼊れ替えたり、ストレッチャー等を利⽤した特殊な機械浴槽を利⽤し
ていることがあります。
レジオネラ症発⽣防⽌のため、特に管理に注意が必要なのが、循環式浴槽です。
循環式浴槽とは、お湯の使⽤量を少なくするために、浴槽のお湯をろ過器を通
じて循環させ、湯の温度やきれいさを保つ浴槽設備のことです。
繰り返し⼊浴することで汚れが⽣じ、複雑な配管にお湯や汚れが滞留しやすい
ため、適切な管理が必要な設備です。
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循環式浴槽の管理には、浴槽⽔を適切に換⽔し清掃すること、浴槽⽔を塩素系
薬剤で消毒し、浴槽⽔中の残留塩素濃度を頻繁に測定し、適切に保つことなど
が必要です。
また、ぬめりやお湯が溜まりやすいろ過器や循環配管は、１週間に1回以上、充
分な逆洗浄その他の⽅法で、汚れを排出するとともに、適切な消毒⽅法で⽣物
膜（ぬめり）を除去すること、貯湯タンクは湯の温度を60度以上に保ち、１年
に1回以上、清掃及び消毒⾏い、⽣物膜を除去することが必要です。
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また、社会福祉施設には⾞いすやストレッチャーを⽤いて⼊浴を⾏うことがで
きる、特殊な構造を持つ浴槽（機械浴槽）を利⽤していることがあります。こ
れらの浴槽は、お湯を循環しているタイプや、お湯を補助タンクに移し浴槽に
再び戻すタイプ、利⽤者ごとにお湯を⼊れ替えるタイプなどがあり、利⽤⽅法
に応じた適切な管理が必要です。
また、浴槽内部の凹凸や気泡発⽣装置などの付属品は、複雑な構造をしている
ことがあるため、清掃が不⼗分にならないよう注意が必要です。機器の取扱説
明書をよく確認し、適切な管理を⾏いましょう。
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浴槽の管理が適切に⾏われているか、定期的な⽔質検査を実施することで確認
します。ろ過器を使⽤している浴槽、またはろ過器を使⽤していないが、浴槽
⽔を複数⼈が利⽤している場合、循環式の機械浴槽は1年に1回以上、定期にレ
ジオネラ属菌検査を⾏い、施設での維持管理⽅法に問題がないか判断しましょ
う。
レジオネラ属菌が検出された場合は、直ちに浴槽の利⽤を中⽌し、レジオネラ
属菌が検出された原因を究明し、管理⽅法の改善を⾏います。設備の再開に当
たっては、お湯が滞留する箇所の清掃や消毒を⾏い、レジオネラ属菌が検出さ
れないことを確認しましょう。
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次に、給湯設備です。レジオネラ症防⽌のための管理が必要な中央循環式給湯
設備とは、機械室等に設けた加熱装置で⽔を加熱し、給湯・返湯配管を使って
建物全体にお湯を供給する設備のことです。
施設の蛇⼝をひねることですぐにお湯を供給できる便利な設備ですが、配管内
に湯が滞留しやすく、レジオネラ属菌が増殖するリスクの⾼い設備です。
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中央循環式給湯設備では貯湯タンクからもっとも遠いところ（給湯末端）、給
湯栓を撤去したまま配管が残っているところ、給湯栓の利⽤頻度が低いところ
では、お湯が滞留し、温度が低下するため、レジオネラ属菌が増殖しやすい環
境となります。
また、増殖したレジオネラ属菌が配管を通じ、設備全体に広がってしまうこと
もあります。
このため、給湯栓やシャワーヘッドでは、定期的な通⽔や点検、消毒及び分解
清掃を⾏うこと、貯湯タンクやボイラーについては、定期的な点検や分解清掃
を⾏うことが必要です。
また、配管内で湯が滞留してしまう箇所がないか確認し、施設内の配管図⾯を
⾒ながら、不要な配管を除去するなどの対策も重要です。
お湯の使⽤量が少なく、滞留してしまう恐れが⾼い場合は、局所式の給湯設備
に交換することも検討しましょう。
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中央循環式給湯設備の管理が適切であるか、⽔質検査を実施することで確認し
ます。1年に1回以上、返湯管⼜は湯待ち時間が最も⻑い給湯管で採⽔し、レジ
オネラ属菌が検出されないことを確認しましょう。
レジオネラ属菌が検出された場合は、直ちに給湯栓でのお湯の利⽤を中⽌し、
原因の究明や管理⽅法の⾒直しを⾏いましょう。
使⽤の再開に当たっては、汚染されたお湯を排出し、レジオネラ属菌を死滅さ
せるため、給湯栓から70度以上のお湯を5分以上放流し、給湯栓や貯湯タンク等
の消毒、清掃を実施し、レジオネラ属菌が検出されないことを確認しましょ
う。
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また、社会福祉施設で利⽤される、レジオネラ属菌が検出されやすい設備には、
冷却塔があります。
冷却塔とは、冷却⽔と空気を接触させて、冷却⽔の⽔温を低下させる装置のこ
とで、空調機器と組み合わせることで、建物内で発⽣した熱を冷却させる役割
を果たしています。
冷却塔は通常、屋上などの⼈の出⼊りがなく⽔しぶきを浴びることのないとこ
ろに設置されていますが、周辺の環境や空調機を経由することにより、レジオ
ネラ属菌が⾶散される恐れがあるため、適切な管理が必要です。
冷却塔を使⽤している施設では、冷却塔の洗浄や点検等について、専⾨の事業
者が⾏うことが多いですが、管理⽅法や清掃の頻度、⽔質検査の実施状況を施
設が把握し、適切な管理が⾏われているか、確認しましょう。
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冬季に利⽤されることが多いポータブル加湿器も、適切な管理が不可⽋です。
過去にはポータブル加湿器を原因とした、レジオネラ症の死亡事例が発⽣
したことがあります。
加湿器の加湿⽔には、⽔道⽔を利⽤し、貯⽔タンクは毎⽇清掃、換⽔を⾏
い、⽔の継ぎ⾜しはやめましょう。また、⻑期間使⽤しないときには、貯
⽔タンクの⽔を抜いて清掃し、清掃後は充分に乾燥させましょう。メー
カーの取扱説明書に従った管理も必要です。
施設内で加湿器を利⽤する場合は、機器がどれだけ利⽤されているか、管
理は誰が⾏っているか、施設全体で把握するようにしましょう。
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各種設備は、性能や配管系統図、管理責任者を明確にした設備台帳や⽇頃の管
理⽅法を明確化した管理⼿引書、清掃等の維持管理を⾏った実施記録を備え、
計画的に管理を⾏うことが⼤切です。
横浜市ホームページでは、これらの作成様式例を掲載していますので、施設で
利⽤する設備に合わせ作成し、設備の更新や管理者の変更があった場合は⾒直
しを⾏いましょう。
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社会福祉施設でこれらの設備の管理が適切に⾏われているか、維持管理記録の
作成が適切にされているか、所在区の福祉保健センター⽣活衛⽣課の環境
衛⽣監視員が施設にうかがい、必要な対策について指導・助⾔を⾏っていま
す。
⽇程等、調査の詳細については、所在区の福祉保健センター⽣活衛⽣課か
ら改めてご連絡しますので、ご理解、ご協⼒をよろしくお願いします。
また、管理する設備からレジオネラ属菌が検出された場合は、直ちに施設
の所在区の福祉保健センター⽣活衛⽣課へ連絡してください。
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各種設備における詳細な管理⽅法は、横浜市レジオネラ症対策指導要綱をご確
認いただくか、管理のポイントをまとめたパンフレット「ストップ！レジオネ
ラ」にて解説しています。
施設で利⽤されている設備の必要な対策について、確認しましょう。
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ご視聴ありがとうございました。
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